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學
か

5:
;
.學
ば
ん
こ
と
を
希
鐵
し
た
け
れ
ど
も
、ス
チ
,
デ 

か
.ず
し
て

.
0
長

#

士
も
辯

®

士
も
共
に
其
知
識
钇
賣
：買
す
る
商
人
に
過
ぎ
ぬ

o 

の
*

ド
氣
を
捧
げ
度
い
彳

：

今
は
：人
類
の
神
：

_

な
各
自
的
の
爲
め

k

'戰
ふ
可
き
時 

其
言

?

M

に

道

理

で

，あ

る

。
'.
併

し

何

.故

®

が

*

.一，
の
：希

筚

た

：る
>
フ
厂
秀
が
デ
ナ 

殉
敎
溝
ビ
し
て
擇
ば
れ
ね

.ば
な
ら
ぬ
か
と
父
が
嘆

1>
し
た
の
に

' 對
し
、子
は
其
日

.
-■
笫
十
ー
卷
，

(

九〇

r)

.論

説

フ

h

ルデナソ

r

ヲ
ツ
サ
少
と
獨
逸
勞
.働
潘

 

第
七
號

サ
，
は
遂
に 

父
凡
中
出
で
、
 

の
神
®
な
る 

へ
た
。
父
は 

ナ
ン
ド
は
聽 

自
分
は
文

_
 

で
あ

る」

V

J

0
.'
,
:

ン
ド
が
特
に 

記
の
中
で
か 

五九

I
I
\

!

I
I

!

1

!

1
il
II
I

1
!

I,

L

f
I

|
I
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Iく.:n ，_

士
は
現
は
る
可
き
。

何
故
に
我
れ 

©
胸
裡
に
吾
を
呼
び
起
た
し
む
る 

吾

れ

.崇

.高

な

る

，目

的

の

，爲

め

に

且

特

に

起

ち

て

鄉

、敎

激

た

ら

ざ

.る

可

ら

ざ

る
 

の
# .

を
授
け
、_
戰
ふ
可
き
カ
を
荇
に
與
へ 

つ
戰
ひ

•

且
つ
忍
ぶ
の
力
を
冇
す
れ
ば
な

^

^

か
。

他

な

し

、神 

た
れ
ば
な
り
。

.
神
が
特
に
授

羝
十

一

卷

(

九
0

5

論
.

說 

ぅ

答

.
へ
て
居

.
る
。

「

父

9

言
尤
も
な 

&

や
。

然

れ

、ど

も

凡

べ

て

人

の

悉

7

H

ル
デ
ナ
ン
ド

0

ヲ
ッ
サ
ル
と
獨
逸
勞
働

^

站
七
號

6

。

數
多
の
入
の
中
菩
が
特
に
殉
敎
激
た 

く
、斯
く
云
ひ
て
往
を
他
に
讓
ら
ば
、何時
の

I I る

に 可 六  

於 §  0

て 理
由
あ 

か
戰

け
給
へ
る
力
を 

ば
他
に
如
何

V
J

 

部
の
日
記
.は

之 

旣
.に
し
て
ラ 

考
古
學
で
ぁ
つ 

は
大
.學
時
代
に 

ゲ
ダ
左
餞
の
一
，

 

に
ラ
ッ
サ
少
は

學 人 於 た ッ を も 他  

者 と て ° サ 以 す に  
ビ な 當  一 ノ レ て る 用  

し つ 年 八 丨 よ 終 こ U
て て の 四 、ズ つ と て

以
て 

能
は て

居
y
k
- 

四
年 

學
生

其
意
に
背
く
事
を
欲
せ
ざ
れ
ば
な
り
。

一
赏
に
し
て
云
へ 

ざ
れ
は
な

>
0
/
0
 

• 

.

. 

•

」

と
。

P
a

u
l

 

l
i

n
d

a
u

に
依
て
公
に

S

れ
た
少

る
O

を 學  

緻 言  

け 語  
1 1 學 

。 及 

彼 び

ラ

ゥ
の
大
學
ぐ
に

'

入
'

.

つ
た
。

専
攻
は
史
學
、

哲 

四
月
に
は
伯
林
大
學
に
轉
じ
て

M

C

硏
究 

の
多
く
と
共
に
大
に
へ

H

ゲ

，
の

影
響
? :

受
け
、

所

謂

へ工 

政
治
上
哲
.學

上
に
於
け
る
急

.

.進

•主

義

.の

信

念

を
堅

め

た

。

同

.
時 

鲽
名
を
走

せ
ん
と
の

'

志
を
堅
め
興
常
の
興

#

ビ
熱
心
と
を
以
て 

其
鄭
攻
の
學
を
勉
强
し
た
。

卒
業
論
文
の
主
题
ど
し
て
彼
は

«

解」
の
秫
ぁ
る
希
臘
の
哲
人
へ

ラ
ク
一

ス
イ
ト
：

スHemkleitos der D
u
n
k
k

を
擇
ん
だ

。
-

何
故

'に
彼
は

.故
ら
に
.雛解
の
稱
あ
る
ヘ
ラ 

ク
ラ
イ
ト
ス
を
其
硏
究
題
目
に
擇
ん
だ
か
。
へ
工
ゲ
火
の
流
れ
を
汲
む
一
靑
年
と
し
て
へ
エ 

ゲ
ル
が
曾
て
、己
れ
の
先
驅
潜
を
以
て
許
し

^
る
此
哲
人
に
特
に
心
を
惹
か
れ
左

V
J

云
ふ
意
味 

も
あ
る
で
あ
ら
ぅ
。
併
乍
ら
ベ
ル
ン
ス
タ
イ
ン
、ブ
ラ
ン
デ
ス
の
如
き
信
用
す
可
き
/他
記
满
の 

推
測
す
る
所
に
從
へ
ば
、へ
ラ
ク
ラ
イ
ト
ス
は
實
に

「

_
»

」

の
稱
あ
る
が
故
に
ラ
ッ
サ
ダ
の
櫸
ぶ 

所V」

な
つ
た
の
で
あ
る
。
雛
事
を
見
て
故
ら
に
之
に
甸
て
突
進
す
る
性

.癖

.

V」

事
铞
に
儕
浓
を 

凌
想
し
て

.快
哉
を
叫
ば
ん

V
J

す
る
名

#

心
と
は

#

に
難
解
を
以
て
知
ら

-る
、
へ
ラ
ク
ラ
イ
ト 

ス
に
依
て
自
家
の
力
量
を
試
み
る
可
く
ラ
ッ

•サ
ル
を
誘
つ
た
の
で
あ
る
。

(

前
揭
ラ
ッ
サ
ル
全 

集
第

 

I

 

卷
ニ
 

一
 

頁

0
§
迟

 

B
i

d
e

s
,

 

F
.

 

L
a

s
s

a
n

e
^

w
i

u

 

一
 

一
 

.
1
 

三
頁

j

 

'

大
學
の
業
を
卒
へ
た
る
後

I

八
四
四
年
？
ッ
サ
ル
は

一

に
は
歐
羅
巴
精
舯
生
活
の
中
心
地 

を

®

る
爲
め
又
一
に
は
論
文
材
料
苋
錐
の

@

的
を
以
て
世
界
の
都
市
た
る
巴

-«
1

に
遊
ん
だ
。
 

當
年
の

.巴
姐
は
歐
洲
文
明
の
中
心
地
た
る
ビ
同
時
に
社
會
主
義
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

一

八 

四
八
年
二
月
革
命
は
一

暗
佛
蘭
西

全
國
を

化
し
て
社
會
主
義
實
驗
室
た
ら
し
め
た
と
云
は
れ 

て
居
る
。

一フ
ッ
サ
ル
が
遊
ん
だ
當
時
此
大
都
市
は
火
イ
ブ

ラ
ン
：
フ
ル
ド
オ

ン
、コ
ン
シ
デ
ラ
ン
.、
 

.

奶
十

一

卷

(

九
〇
三
‘

〕

論

說

クh

ル
デ
ナ
ン
r
ラ
ツ
サ
ル
と
獨
逸
勞
働

^
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笕
十
一
饴

(

九〇四

)

論

M

フ

h

ル
•ナナソド

0

ラ、
ソ
サ

;v

と
猢
逸
勞
抑

^

m

し
^

六
ニ

ブ

ラ

ン
キ
の
徒
に
依
て
將
に
來

る

可
咎
革
命
の
爲
め
に

準

備
を
骤

へ
つ
、

あ
つ
た
の
で

あ
る 

キ
ア

\

マ
ル
彳
ス

.
は
其
闕
會
主
義
の
最
初

-の
根
底
を

H
3M'
に
；於

^

®
め
た
。

ラ

ッ
サ
.ル
も
亦 

巴
虫
滯
胜
中
社
會
生
義
に
就
て
學
ぶ
所
あ

A

/a
'̂

可
_

は
想
像

^
雞
か
ら
ぬ
所
で
あ
る
。
彼 

は
又
已
里
に
於

.て
其
少
.年

»
.の
择

■拜
.，人

物
た
-=\し
バ

ィ
ン
ン
リ

■ヒ
'。
.ふ，
ィ
ネ 
'と

*

0

*
o
:
一フッサ 

ル
は
旣
に
少

，年

の
®

ょ
ぅ

.常
に
其
接
觸
し

^
る

人
々

に
或
ば
善

&
或
ば

惡

し

き
、併
乍

>
bm
,に 

角
何
等
か
の
印
象
を
残

3

ず
し
て
止
む

乙

ど
な

&

人
物
で
あ
つ

^

が
、今

、ノ

ィ
ネ

と
交
瓜
す

る
 

丨

及

ん

で«#
れ

は

又
 

> 

.

ィ
ネ
の

'
£、に
深
き
印
象
を
、留

.

.

.
め
た
。
'
.
.ハ
ィ
ネ
は

.詩
人
、

^
0コ
<
。
^

に

ラ
 

ッ：

サ
ル

?:
紹
介
ず
る
に
當
つ
て
く

f
 Pr6sste un n

o'uveau 

M
i
r
a
b
s
u
.

と
云
ひ
、又
其

.のv
a
r
n
h
a
g

s,. 

v
o
n

 

E
n
s
e

に
宛
て

^

紹
介
«
に
於
て
芬
ロ
ー

 L
a
s
s
a
l
i
e

は
最
も
優
れ
た
、る
天
赋
を
有
し
、

r»
も
深
き 

學5E V
J

最
も
廣
き
知
識
ビ
最
も

.惊
大

.な
る
洞
察
力
：

V
J

最
も

1富
澹
な

'る
M -
象
カ
ビ
に
州
ふ
る
に 

意
志
の
力
ヒ
處
務
の
巧

'妙

V」

を
以
て
し
、，實

k

余
を
し

.て

驚

嘆

せ

し

め

.？

 

:

:

:

x

云
り
て 

届
る
。
巴
里
に
居
る
こ

i
l
l

年

^

し
で

.ラ
ダ

r
x
は
、獨
乙

.に
歸

'つ
左
。
袁
想
外
の
事
が
起
ら 

な
け

れ
ば
彼
れ

は

先
づ
へ

ラ
ク
ヾ
ラ
ィ
ト

ス
に
關
す
る

擎
述
?:
-完
成
し

て
學
考
生
®
の
第
一
谐 

梯
を
踏
む
可
き

#

で
あ
つ

^

の
で

.あ
る
。.
然
る
に
此
時
ー

'生
涯

.：の

«

機
ビ
な
る
可
&
事
件
は

彼
を
待
受
け
て
居

/a
。

一

八
四
六
年
ラ
ッ
サ
ル
は
伯
林
に
於

で
.

伯
爵
夫
人

S
o
p
h
i
e

 
H
a
t
z
f
e
l
d

と 

相
知
る
に
至
つ

/
a
の
で
あ
る
。

01 

:

ラ
ッ
ナ

V

と
ふ
ッ
ッ
フ
ユ
ル
ド
伯
爵
夫
人
ビ
の
關
係
に
«
て
は
靜
し
く
述
べ
る
こ
ビ
を
好 

,
 

咬
ぬ
。
た

C

ラ
：ッ
サ
ル
の
生
涯
の
大
事
件

^

し
て
之
れ
丈
.け
の
事
は
記
し
セ
置
か
な
け
れ
ば 

7
' 

. 

な
ら
ぬ

0 

.伯
憐
夫
人

’

ノ
グ
ッ
フ
チ
ル
ド
は
放
蕩
無
賴
な
る
夫
伯

®

の
不
當
笮
る
虐
待
に

0

へ
 

;■
■

兼
，ね

V

離
婚
の
訴
訟
を
提

.起
し
つ

，

あ
つ
た
。

ラ
ッ
サ

,
は
荈
も
此
時
伯
脔
夬
入
を
知

b
'

一. 

.

片

_

俠
の
心
抑
へ
難
く
、此
困
難
な
る

ft
事
を

1

身
に
引
受
け

.て
起
，つ

た

の

：で

あ

る

。

ラ
ッ
サ

ル
ょ

*C
S

長

.ず
る
こ

^

ニ
十
年

^

し

. ^

猶

-i
i

容
色
：あ
り
才
學
あ
る
此

.
高
貴
の
*
人
と
一

一

十

一

の
 

, 

革
命
主

_

若
と
の
關

.
係
が
後

H

に
，至

つ

て

單

純

な

.る

友

誼

双

上

.
ね
進
行
し
.た
こ
と
は
周
知
の 

. 

事
實
で
あ
る
。

饼
し
少
く
と
も
彼
が
此
事
件
の
渦

^

に
投

_

ず
る
に
.至
つ
た
動
機
は
戀
赞
で
は 

な

く 

y

其
自
ら
.
明
言
す
る
が
如
く

 

■.虐
げ
ら
れ
た
る
弱
者

0

爲
'め
に
發
す
る
美
镇
で
あ
つ

た
ビ 

■

解
釋
ず
る
の

s

f

ぁ
ら
ぅ
。：
幸

I

ッ
产 

ノ
,

.

.

伯

®

は
終
に
屈
服

し
、夫
人
，は
目
的
を
達

.
す
.る

こ
ビ

を

得

犮

.<
£
同
時
に
ラ
ッ
サ
ダ
は
夫
人
か
ち

f 

■
, 

.

《

‘ 

：v 
■
.
■
- 
, 

. 

. 

. 

. 
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m

十一

卷

(

九
〇
六

)

論

E

フ
H

;v

デ
ナ
ン
ド
ラ

^

サ
ル
と
糊
逸
勢
働
^

馆
七
號

爾
、來，終
生
四
千
タ
ア
レ
ル
の
年
金
を
受
け
衣
食
の
計
に
煩
は

»

る，、
こ
と
な

好
む
所
の
事

業
に
沒

«

す
る

乙
V

J

が

出

來

. *

の
は
彼
の
爲
め
に
幸
福
で
あ
つ
た
。
併
乍
ら
ラ
ッ
サ
ル
は

*

事
件
の
爲
め
に
實

^ ^

高
^

な
务
犠
牲

-

を
挪
つ
‘

^

^

^

あ
る
。

彼

彼»
:

完
：成
に

'

垂
：ん

*

る「

へ
一
フ
ク

-

 

• 

.

 

...

.

ラ
ィ
ト
ス

」

を
放
擲
し
.v
正•
に.
八
年.
を

之

：
が
"
爲

め
に
.
：
*

ゃ
し
、法
；廷
に
' 
立
：つ
こ
と
コ
|
十
幾
：度
に
及 

/V
技
多
云
：ふ.
。

彼.
は〗

邱
事
件
.
.
を
處
理
，す
る
上
.

に.
於
‘
て
其
政
治
'家

：；

的
^

；能
の
非
凡
a

る
こ
：と
を 

f

示
し
だ
同
啤
に
惡
辣
な

る
.
.

伯.
爵
侧
の
奸
譎
手
段
に
對
抗
す
る
必

'
耍

上

不

知

，
不

識

同

.
じ.手

..

段 

を
以
オ
之

^

0

ひ
る

Z

と
を
餘
義
な

く

さ
れ
た
。
ラ
ッ
サ
ル
が
目
的

.
の
爲
め
に
は
深
く

^,
段 

を
櫸
ば
ざ
る
.

人
と
な
つ
た
の
は

、ノ

ッ
ッ
フ
テ

A

:

ド
事
件
の
爲
め
に
輪
が
挪
つ
^
犧
牲
中
の
最 

太
犠
牲
で
ぁ

0

た
。.
，之
れ
ベ

X

ン
シ
ュ
タ

J

ン

が

彼

，
れ

の

爲

めR

借
ん
で
止
ま
.ざ
る
所
で
あ 

る
と
此
性
癖
が
後
年
如
何
に
彼
に
炎
す
る
か
は
後
段
彼
と
ビ
ス
マ
水
ク
ビ
の
關
係
を
叙
す
る 

場
合
に
明
に
な
る
で
あ
ら
ぅ
。

ラ
ツ
サ
ダ
が
デ
ュ
ツ
セ
ル
ド
ル
ク
に
あ
ら
て
ノ
ツ
ッ
フ
工

V
ド
事
件
に
沒
頭
し
つ
、
あ
つ

.

 

...

..

た
間
に
一
八
四
八
年
の
祺
命
が
來
た
。
ラ
ッ
サ
ル
は
勿
論
革
命
連
動

S

無
關
係
で
は
な
か

：
P

た
.け
れ
ど
も
、此
運
動
に
於
て
彼
は
決
し
て
主
要
な
る
登
場
人
物

“

な
か
：つ
た
の
で
あ

"る<

. 

f

は
た

-
'彼
が
マ
ル
ク

.
ス
.の
新
萊
因
新

.間

，
に

寄

稿

し

，
て

革

命

運

動

'に
；
麴
«

し
た

'
'る，
_

實
.
< 

官
憲
に

'
,對
す
る
抵
：杭

»

®
の
廉

I-
以
て
六
ヶ
月
の
禁
錮
に
處
せ

ら

れ
た

*

實
ビ
を

J
gli
す
る 

に
止
ま
る

o

要
す
る
に
一
八
四
八
年
の
革
命
は
彼
に
取
て

_

涯
の
ー
师
話
に
過
ぎ
な
い
。

其 

終
生
の

事
業
た
る
全
獨
逸
勞
働

者
同
盟
を
創
め
る
.ま
で
に
は

猶

ほ
其
間

"に
：
十

：
四

：
年

.
の
m

月
が 

: 

經
過
す

る
：
の
で
あ
る
。

ン
 

.

ハ
ツ
ツ
フ
工

ル
ド
事
件
.が
解
決
を
吿
げ
た
の

は

一
八
五
；四
：年
の
'事
で
あ
る
。

八
年
間
放

粢 

, 

し
て
顧
み
な
か
つ
た

「

へ
ラ
ク
ラ
ィ
ト
ス

」

に
向
ら
て
始
め

v

再
び
ラ

ツサ

ル

は

全

：心

を

傾

注

.し 

了 

た
。

一
八

.五
七
年
彼
は
'デ
ユ
ツ
セ

，

ド

,

フ：か
ら
苒

.び

.辱
を
；伯

#

に

移

し

、钱

に

學

，翥

文

人

ビ 

i 

し
て
の
ラ

ツ
サ
ル

の
：生
活
は
：始
咬
る
。
之
が

'大
凡

.を

五
年
間
繼

«

す
る
の
で
；あ
る
。
伯
林
に

^

-て'.
..

 

,

T
 

/
. 

居
を
移
し
々

1

じ
年

「

へ
一
フ
ク
ラ
ィ
ト
ス
の
哲
學

j

o
i
e Philosophie 

, 

Herakleitos 

des 

D
u
n
l
d
e
n

 v
o
n

 

■:
'
■

.

,

E
p
h
e
s
o
s

 

I
.
S
5
7

は
遂
に
公
に
さ
れ
た
。
越
え
て
ニ
年
彼
は
觅
に
筆
を

.戯
：曲
に
餺
み
モ
史
劇

F
r
a
g

 

':
'

v
o
n

 

Sickineen 

I
8

S
1

篇
を
作
り

.0
同
.時
に
伊
太
利
統

.
一.

戰
爭
に
..際
し
て
は
外
交
政
策
を
論
じ 

/2
毛
伊
太
利
戰
爭

 
^

 

音
鲁
西
の

.
' 任
務
 j 

D
e
r

 Italienische 

K
d
e
g

 

c
p
a 

di 
⑷
>
s,
g
2
lcr
*''
a
>

Preussens 

100
5
9.を

^
.r'
v
--
, 

.... 

' 

.

.

*

は
し
、再
队
ニ
年
を
經
て
浩
瀚
な
る
法
學
上
、の
著
作

「

旣
得
權
の
體
系

j 
ニ
卷

S
y
s
t
e
m

 

der 

erwor-

パ
.
. 

_

笫
十

一

餘

(

九
〇
七

)

論

，
脱

.

フ
エ
か
デ
ナ
ソ
？

ヲ
、ソ
サ
少
と
獨
逸
.勞
働
奔

 

解
七
铍
 

六
茧

 ̂

• 

'



、

- 

*
'■ 

- 

«
-
- 

- 

•

将
*

論
は
此
獨
修
に
依
て
學
ん
だ
法
俥
學
を
基
礎
と
わ
て
其
上

k

築
か
扑

•

た
の
だ
ビ
あ
ふ
。

而
し
て
此
翦
は
其
著
者
の

r

興
I

る
創
造
力
及
び
卓
越
せ
，る.法
學
上
の

M

察
力
を
證

.

明
す
る

.

も
の
だ
ぐ
云
ふ
點
に
就
て
は

:#g
：

家
の
間
に
略
ぼ

定

評

が

あ

る

」

と

S

は
れ

て
.

：る
。

(
ベ
ル

ン

ス‘

タ
イ
ン
序
文
六
九
頁

)

，
 

ノ

ハ
「

へ
ラ
ク
ラ
イ
ト
ス
の
哲
學
か

&

r

旣
得
權
の
系
統

」

に
至
る
、ル
を
五
年
間
の
伯
»
生
活
は
ラ
ツ

.
サ
ル
の
生
涯
に
於
て
最
も
平
靜
な
る
時
代
で
あ

る

。.
ぐ
ツ

ツ
フ

エ

ル
ド
家
か
ら
の
年
金
に

依

て
彼
は
後
顧
の
凝
な

く
、其
好
む
所
の
學
問
上
の
勞
作
に

%

る

Z
ビ

が
出
來
た
。

而

し

て

其
著

述
は
彼
が
何
物
ょ
ぅ
も
貴
し
ビ
す
る

「

名
聲

」

を
齎
ら
し
た
？
彼
は
始
め
：。ホ：ツ

’

ダ
ア

,4

街
十
三
番

に
後
テ
イ
ヤ
ガ
ぐ
グ
ン
に
臨
め
る
ベ
ル

ヴ

ユ
.

ク
街
十
三
；番

.^
房

5:
營

み

，
、
當

'
:
世

知

«'
の

：文
人
學

«
政
#'
家
の
^
め
に
興
サ
口

 

.
\を
掛
い
て

.

.ブ窗社ノ交

'界
"の
'
&
'兒
.
.ど？
?:
"
.-0
ゾ*

.0
■
#
'し
.ラ
ツ
サ

^

に
し
て
書
齋
と
客
間
と
を
以
て
天
地
と
す
る
な
：ら
ば
此
時
代
は

'

彼
.

に
取
て
：最
も
愉
快
な

る
.#

.

意
の
時
代
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

併
し
、
ラ
ツ
サ

^
は
學
者
と
し
て
衣
し
か
に
或
天
分
を
具
へ
、

事
物
に
對
す
る
硏
究
欲
の
胚
胳
な
る
點
に
於
て
、

#

者
农
る
の
第
二
：への

.

資
格

^

具
.

へ
て
居
；た

も
拘
ら
す
、彼
は
'到
底
書
齋

の
.

生
活
に
堪
へ

#

る
人
%

‘で

は

な

か

つ

た

，の
で
あ
る
。

抑
へ

«

き
.

-

第

十

二

卷

(

九

〇

九)

論

說

フ

エ

ル

デ

ナ

V

ド
？ヲ
ツ
サ
少
と
獨
逸
勞
働
莕

 

第
七
镞
 

六
七
，

, *  3̂ ».v,y:

婼

十

ー

卷

(

九
〇
八
> 

諭

説

フ

H

少
デ
ナ
ソ

'ト

。
ヲ

ツ

サ

少

と

獨

逸

勞

働

^

第

七

诚

,

し
-;
:
ハ

b
.n
>»'
e
n Re

c
h

:i?
'

 

^
 

I
00
6
I
. 

u

 

.

.
u 

2
0 

是
等
本
論
文
の
領
域
に
属
せ

ざ

る
作
物
の
惯
値
に
就
て
は
固
、ょ

' P

一
 

言
：の
批
判
を
も
加
へ
る 

乙
と
が
出
來
な
い
。
た
义
傅
記
家
の
傅
ふ
る

.所

¥

依
て
察
ず
れ
ば

「

へ
ラ
ク
ラ
ィ
ト
ス
の
館
學

」 

は
確
か
に
ラ
ツ
サ
ル
が

.生

，涯

の

傑

作

：で

あ

つ

た

ら

し

い

。

即

ち

當

時

.の

粤

阿

哲

.學

者

の
0

0

 

は

區

：今

に

し

て

或

*

は

之

を

以
V

1

時

代

を

割

す

，る

傑

作

な>
v

 W

稱
揚
し
、他
：の
者
は
又
此
：書 

に
は
へ
エ
ゲ
ル
に
依

.
.<
,
'說
，か

れ

た

以

上

に

は

何

'物
’も
云
は
れ
て

«

い
ビ
主
張
す
：
け
れ
ど
も
、
 

爾
云
ふ
者
と
雖
も
、此
書
が
一
の

@

秀
な
る
作
物

^
,る
こ

y
j

は

敢

て
否
定
し
な
か
つ
た
の
で
あ 

る
。

0
フ
ツ
ナ
ル
全
集
べ
グ
ン
ス
タ
ィ

v
序
文
二
八

I

ニ
九
頁
；フ
ラ
ン
デ
ス

3

四

頁

參

照)『

フ
ラ 

ン
ツ
フ
オ
シ
ジ
，ツ
キ
ン
グ
ン

」

に
至
て
は
其
文
學
作
ロ

30
ど
し

>

cの
價
値
は
乏
し
い

O

た

C

作
中 

人
物
の
ロ

?:
籍
办
て
ラ
ツ
サ
ル
の
政
治
思
想
が
表
白
せ
ら
れ

.る
の

ノ
レ
戯
曲
主
人
公
の
運
命
が 

作
者
自
身
の

' 夫
れ
ビ
相
通
ず
人
る
點
を
持
て
居
る

.乙
と
が
吾
令
に
興
味
を
感
じ

^

一
せ
る
匕
云
ふ
。 

既
得
權
の
系
統
に
就
て
は
一
柿

®

が
あ
る
。

ラ
ツ
サ
ル
は
本
と
哲
學

^

隹
で

パ

ツ
ツ
フ
工
ル 

ド
事
件
に
關
係
し

^

時
に
は

.法
律

.の
知
、識
は
皆

#
|
:で
あ
つ
た
。

/
'不
'擦
'不
屈

'

«る
.彼
は
，此
事

#
 

の
，有

利

な

る

.解

決

を

求

め

‘ん

が

爲

め

に

：先

^

»
律
'を
' 學
：ぶ
：乙
と
：か
•

始

終

^

0
で

あ

る

。

rJe

rl
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サ
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龆
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勞
_
漭 

第
七
號 

六
八 

▲, 

T
a

t
s

d
r

a
n

g
は
日
冷
彼

? :

苦
し
め
て
止
ま
な
い

o

平
穩

無
事
の

£2
を
送
-̂
つ

、
彼
は
正
に
己
れ 

、

の
爲
す
可
き
：事
を
放

.
寒
し
て
爲

.
す
可
ら
ざ
る
こ
と
を
へ
爲
し
：つ
>

fc
-
-6
の
^

と
云
ふ
自
責
.の
念 

.か
ら

兔
：：

机
る

事

が
出

來
な
か

つ
た
。

旣
に
前
段
に
钔
用
し
.ぬ

日
記
：
の
一

.節
'に
示

^

る

>
f

 

少
年
の

ラ
ッ

サ

，
は
#
て

猶
太
人
の
解
放

者
を
以
て

■
自
ら
，擬
し
、̂

,

:

:

何

故

.に
菩
れ
特
に
起

ち
て
殉
敎
者

^
ら
ざ
る
可
ら
ざ
る
か
。

他
な
し
、神
吾

.胸
裡
，に
，吾
を
呼
び
起
た
し
む
る
聲
を
授

'
.
<
f
. 

. 

-

け
、又
神
吾
れ
に
戰
ふ
可
き
力
を
與
へ
た
れ
ば
な

6
。
吾
れ
#
高
な
る
目
的
の
爲
め
に
且
つ
戰 

ひ
且
つ
苦
し
む
の
力
を
有
す
れ
ば
な
り
、神
が
特
に
授
け

|&
へ
る
力

?:
ば
他
に
用

a

て
以
て
其 

意
に
背
く
、事
を
欲
せ
ざ
れ
ば
な

6

…
.J.VJ

云
つ
て
居
る
。
其
、れ
か
ら
大
凡
を
一
一
十
年
は
經
過 

’ 

し
て
居
る
が
、內
に
名
狀
す
可
ら
ざ
る
實
行
カ
の
銜
動
を
感
じ
、起
ち
て
殉
敎
*
た
る
の
使
命
を 

自
覺
す
る
こ
ビ
に
於
て
三
十
幾
歲
の
ラ
ッ
ナ
火
は
日
記
を
記
し
た
：十
六
の
少
年

V
J

少
し
も
異 

ぐ 

る
と
乙
ろ
は
な
い
の
で
あ
る
。
彼
れ
は
此
頃

(
I

八
六
ニ
年
の
始
め

)

人
に
與
へ
た
る
書
簡
の
中 

犬
の
如
く

 

ロ
腹
の
欲
を
滿
た
せ
石
平
靜
の
生
活

.に
對
し
如
何
に
不

«

を

_

じ
11
;
衬
に
焦
處
し 

煩

悶

し

つ

、

あ

つ

/
a
か
を
語

0
,て
居
る

。(
K

 

H
a
r
m
s
,

 

R

 

Lassalie.
一
一
 
五
丨

六
H
止
む
を
，得
ず
乎 

を
拱
し
て
實
世
界
の
傍
觀
者
方
る
に
甘
ず
る
乙
と
が
如
何
に
ラ
ッ
サ
ル
に
取

^N

て
苦
痛
で
あ

解
し
#
る
所
で
あ

.る
。

.

生
活
は
漸
々

m

A
に

近

づ

き

？

、
あ

■

の
で 

に
全

.獨
乙

#

働
考
大
會
：召
寫
響
て
あ
办
、ラ
ィ 

に
向
て
勞
働
者

.運

動

並

：に
：勞

働

者

の

境

遇

、を
改 

之
に
對
す
る
ラ
ッ
サ
ル
の
答
辯
が
即
ち
有
名
な 

.

ラ
ツ
サ

ダ

が

W

際
連
動
の
傍

/觀

#

た
る
^
ど
 

冷
は
今
暫

く

ラ
■
ッ
サ

ダ

を

«

れ
て
、彼
が
運
動
の 

普

©

西
政
界
の
概
況
と
を
少
し
く
明
に
す
る
必

つ
*.か
ば
ヲ
ツ
ナ
が
自
ら
に
し
て
始
め
て
了 

併
し
、か
、
る
诎
に
ラ
ッ
..サル
の
平
靜
な
る 

あ
る
0

一
 

八
六
三
年
の
始

.め
、I

部
勞
働
者
.間 

ブ
チ
ヒ
に
於
け
る
其
中
央

-委
祖

tt
ラ
ツ
サ
，

#

す
る
の
手
段
に
就
て
の
意
見
を
求
め
た
。

る「

公
關
答
状

】
O

f
f

e
n

e
s

 

A
n

t
w

o
r

t
s

c
h

r
e

i
b

e
n

T

で
あ
る 

は
、此
時
を
以
て
終

'

る
の
で
あ
る
。
•を
乙
で
菩 

背
®

^

な
.

す
獨
乙
勞
働

'

者
運
®
と
其
當
時
の 

耍
於
あ

る

.0
'

.

.四

- 

、■

1

八
四
八
年
三
月
革
命
鎭
定
後
の
獨
逸
勞
働
者
連
動
は

*

章
黨
連
動

鎭
：：

定
桂
の
英
國
勞
働 

霊
動
が
閱
み
し
た
と
稍
：似
た
る
經
過
を
示
し
て
居
る
ァ
英
國
技
於

h

は
;:
'r

八
四
八
年
憩
章 

黛
運

®

終
に
失

•敗
に
終
る
，や
、革
命
主
義
階
級

：

爭
闘
的
思
想
は

.一

時

全

く

影

を

ひ

，を

め

代

.っ
て 

姐
上
を
一
占:

傲
す

.る
も
の
は
基
督
敎
社
會

:

主
義
者

.

.の

.階
級
：調
和
.的
#

:働
：著
慰
撫
的
運
動
で
あ

0 

介
。
即

ち

K
i

n
g

s
l

e
y

,

 

L
u

d
l

o
w

等
の
篤
志
家
は
、基
督
敎
の
精
神
，に

*

、づ

き

利

他

.友
嫌
の

.
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笫

十1
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(
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論

説
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Hか
デ
ナ
ゾ
ド
各
少
サ
少
と
獨
逸
勞
饳
济
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第
七
號
 

七〇

、

說
敎
に
侬

&

て
階
級
間
の
愀
感
、各
人
の
、利
己
心
を
綏
和
し
、之
に
依
て
社
會
的
帮
和
，の
赞
現
を 

期
待
せ
ん
ビ
し
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
勞
備
湛
境
遇
改
善
の
實
，際
的
乎
段
と
し
て
提
叭

3

れ

，

'

た
.

る
も
の
：は
車
業
組
：合

.

の
，普
.

及
で
.

お

っ
た
。
；

}

方
.

獨
，乙
：に
'

於
.
V

S

A

 

'

や
、重
.

な
る
共
產

$

義
者

^

何
れ
も

.

或
は
國
外
に
追

.

狹
.
せ
.
•ら
、れ
，或

.

は

：
；
獄

，
裡

に
..

投
せ
ら
る

.A

の
運 

命
に
：遭
遇

.

し
、鋒
働

*

階
：級

0

運
動
：は

.

反
動
政
賤
の
抑
麟
の
下
に
久
し
ぐ
再
び
起
る
こ
ど
を

#

な
か
つ

*

o
而
1 >

て
英
國
に
於
け

る
ビ

同
.

じ
' 

勞
.

働

者

運

動

：

は
：：

中
途
：階

級

；の

篤

志

人

士

が「

勞 

働
著
の
：幸
福
の
爲
め
に

」

提
唱
す

.

る
各

.

種
の
方
策
の
蔭
の
形
を
潜
め
た
の
で
あ
る
.。

而
し
て
吾 

八

々

は

I

篤
志
人
士
の

J

 

J

る
一
人
と
し

V
 
I

利
.
S

ォ
ソ

.

5

ン
グ
ネ
レ
エ
に
比 

較
^

r

る
可
き

一

人
物
を
自
由
主
義
者
に
し
て
普
魯
西
の
代
議
士
た
る

S
C

H
U

l
z

e6
e

H
R

S
C

h

に
於
セ 

:
:

.:

見
出
す

.0

シ
ユ
ル
ツ
エ
が
社
會
間
題
解
決
の
方
法
と
し

.

て「

自
.

助」

の
原
則
に

*

づ
く
產
業
駔
合 

の
熱
心
な
る
主
張
者
で
あ

.

つ
^

事
は
旣
火
人
の
、知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

シ
ユ

\

ツエ，が
主
張 

す
る
所
の

.

產
業
組
合
は
決
し
て
近
世

.

の
邀
味

'

に
於
け
る
勞

»

者
：問
題

'0
»!

決
^
.
資

す

可

き

特 

別
の
方
策
で
は
な
く
て
同
時
に
小
エ
寒
家
小
商
人
の
救
助
-を自
的
と
す
る
所
の
手
段
で
あ
つ 

た
。，：
否
な
通
常
シ

ユ.
ル

ツ

，
チ

•
デ

ジ

ツ

チ
の
名
を
以
て
記
憶
せ
ら
る
、
信
用
組
合
原
料

»

.

合(

シ

玲

玲

乾

き
^

:

^

^

^

^

？
^

r

 ̂

;
.
.
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•
.
.
. 

.

.

. 

. 

.. 

V
.

.

 

•
:
•
.
-
• 

■ 

: 

■

•
 

■

1
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. 

■
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:
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-

 ̂

本
«

モ
式
消

*

辑
合
の
骚
達
に
就
七
は
殆
ど
云
ふ
に
足
る
も
參
な
，か

>

- 

全
然

»

银
勞
働

.者

VJ 

.關

係

，
な

し

：

VJ,

云
ふ
の
：が
適
當
で
ぁ

るC

併
：乍

‘

當
時
の
獨
乙

.に

.於

.て
は 

.

大
工

*

の
發
達
日

'猶
淺

.か
ら
し
が
爲
め
、多
數
の
手
工
業
者
：

ft
新
' 興
'の
：空

業

に

對

し
猶
ほ
競 

#

釔
繼
續
し

#

る
地
位
に
あ
つ
作
。
從
て
シ

-ユ
ル

.
ツ

-.
式
組

.合
は
正
'に
時
代
の
喪
求
す
る
所 

V
,

一 

の
i

の
で

'
'あ
つ
た

’の
で
あ
る
。

斯

.の
：如
く
シ

「

ユ
ル
ツ
ヲ
式

&

合
は

}
:方
に
於

」

て
確
か
に
時
代 

の
要
：

求

に
靡
ず
る

所

あ
.0
し

と

同

時

：に
.他

方

に

於

て

其

賃

銀

..勞
*

者

の

爲

.め
：
に

貢
，
献

し

得

.る

■ 

.
 

.

.

パ
,

範
圍

«

め
べ
狹
小
な
ト
し
に

4

拘

ら

ず

、當
：年
：の
'自

*

主
義
者
は
之
に
礙
れ
.る
如
何
な
る
も
の 

心 

を
も
、
提

唱

す

る

こ

.と

能

は

ざ

ぅ

.し

栌

爲

め

.自

ら
に
：
し

て

；>
,

)

ユ
.，
ル
'
ツ

H

デ
，
リ
ツ
.
チ

の

說

は

當

時 

P
於
.け
i

最
も
權
威
あ
る

.社
會
：政
策
、論
を
し
：て

耳

を

傾

：け
：
-&
れ

^

の

で

も

る

。
_

沿.
.

'

.

.

-

.

.

.

.

.

.

 

、
 

- 

.

.

.

.

.

♦

 

'1

方
に
.於

て

當

：年

普

魯

西
' 0

政
'

界
は
所
ー
謂
處
法
崇
鬪

」

<
或
_

6

°8

片0
晷
5

時

代

^

I.

 

即
ち
普
魯
.西
の
下
：院
：に

.

多
，數
を
占
め
' 

た
.

る
_
步
黨

.F
o

r
t

s
c

h
H

t
t

s
p

a

没

.

樣
英
.吉

利

*

'

の
；自
由
'

主
'義 

f

 

:

專
政
主
義
欠
標
榜
し
女
摩
採
擁
課
の
轉
め
/キ
产
公

\  

.

開
.

_

っ
. 

>

:

あ
0

.

た
.

の
1?
'

“

。

當
商
の
問
題
は
陸
軍
改
革

0

.

豫
.
：算
ボ
あ
：
.

0

-

た
。
一

1
'

八
六

一

年 

/

 

V

の
總
選
擧
：に
於
て
始
め
て

* '

步
黨
が
ニ
大
勢
力
と
し
て
出
現
し
た
る
後
、政
府
は
一
度
議
龠
を

7
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努

働
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睑

說

フ

エ

w
rナ
ン
F
Oラ
、ソ
サ
シ
と
猢
逸
勞
働
漭

 

> 

浓
七
號
 

七
ニ

解
散
し
为
け
れ
ど
も
總
選
擧
の
結
果
は
更
に

一

層
政
府
の
爲
め
不
利
で
あ
つ
た
。
於
此
一
八 

六

1
1年
兵
制
改
革
豫
箅
案
が
三
〇
八
に
對
す
る

1

1

の
少
數
を
以
て
否
決
せ
ら
る

，
や
キ

A

 

へ
ル
ム
は
議

#

へ
に
高
滕
を

.加

ふ

る

爲

，め

當

時

巴

里

駐

在

の

：公

使

た

6

.

Uォ
；.ッ
ト
ォ
‘ビ
ス
マ
ル 

’ク
を
擧

'用

.し
て
内
開
の
食
座
に

®

S
/2
。

.ビ

.

ス 

'
.
マ：ル
ク
は

.«,
會
へ
に
臨
ん
：で
獨
_

問

題

は 

•

鐡
.と

血

.斧

の

，み

能

く

之

?:
;

解

決

す

.：ビ

揚

言

し

、：̂

.院
が
前

0,
決

欧

を

.襯

3'
ド
る
を
見
る
や
，彼

は

i 

公
然
患
法
，を
蹑

_

し
、豫
算

'に
據

"ら
ず
し
て
兵
制
改
革
を
實
行
し
た
。
此
に
至
て
局
面
は
極
め 

て

明

暸

比

展

開

し

、立

*

ど
專
制
，人
民
ヒ
官
僚
'正
義
ビ
權
カ
ど
は
判
然
相
對
立
す
る
形
ど
な

6
，

〕

全

_

琦
の
興
論
は
期
せ
ず
し
て
進
步
黨
の

.背
後
、に
集

.ク
*
。へ

斯
の
如
々

一

時
全
國
民

は
窗：
政
擁
饑

の
チ
ャ
ム
ビ
ォ
ン
た

。る

進

歩

*

の

狻

援

者
$

な
つ
.
た
。

併
乍
ら
勞
働
者
は
決
し
て
悉
く
進
步
黨
に
滿
足
し
て
居
：

•た
の
で
は
な
い
。
否
な
、彼
等
、殊
に
其 

急
氣
分
子
は
進
步
黨
に
不
滿
足
を
感
ず
可
き
，充
分
の
理
由
を
持

y

雇
た
の
で
ぁ

.る
。

元
來
進 

、

步黨は勞働漭政

^

と
し
て
殆
ど
云
ふ
に
足
る
程
の
綱

®

を
持
つ
て
居
な
か
つ

'た
。
黨
中
の 

幼

.稚
な
る
も
の
は
原
則
的
衿
勞
働
考
問
題
の

#

在

を

否

定

：す

.る

素

朴

葶

.純

な

る

自

_

放

任

主 

_

者

で

お

办

、»

步

.せ

.る
も
の
'は
.：シ
ュ
ル
ッ
エ
.
デ
ッ
ッ
チ
の
徒
で
あ
づ

*

0
而
し
て
進
#
黨
全

-
• 

... 

: 

■ 

. 
ノ 

.

,

、
 

. 

' 

\

■

 !

 

. 

I

 

^

-

: 

, 

.

. 

: '
 

, 

— 

.

ぐ

.

體
の
勞

 

'働
考
に
對
：

.ず
る
態
度
は
未
成
年
者
に
對
す
る
後
見
人
の
態
度
で
ぁ
り
た
。
彼
等
が

' 猶 

勞
働
潘
の
獨
立
運
動
に
對
ず

'る
欲
望

.に
就
て
如
何
：に
無
知
で
ぁ
つ
た

^

F
N
a
t
i
o
n
a
l
v
e
r
e
i
n

に
.加
入
せ
ん

V
J

し
た
る
場
合
に

'勞
.働
.者
は
同
盟
の
名

#

會
員
な

P

ど
知
^
可 

し
ビ
の
ロ
實

0

下
に

‘之
を
拒
絕
し
た
一
事
に
依

y

も
明
か
で
あ
る
。

(

普
魯
西
を
盟
主
と
し
て 

獨

a

國

R-
0

統
一
を
實
現
せ
ん

k

し

*

る
國
民
同
盟

'と
、普

®

西
に
於
け
る
進
步
黨
と
は
同

I 

自
由
主
義
運
動
の
一
一
方
而
な
；り
と
見
て
差

.支
な
し

)

を
こ
で
勞

«

者
中
の

.
-a

0

分
子
、殊
に
四
八 

年
；の
共
遂
主
翁
者
の

0

黨
の
，間

.

は̂
進
步
愈
の
手
か
ら

.離
れ
て
；獨
立
，の
勞

.働

者

運

動

を

起

さ 

ん
ビ
す
る
計
晝
が

.企
て
ら
れ
る
こ
ビ
に
な
つ
た
。
此
場
合
に

.當
て
是
等
勞
働
者

.：は
典
運

•動
の 

パ 

方
針
に
就

V

多
く
の
疑
問
に
逢
着
し
た
。
就
中
彼
等
が
切
：に
，知

&

ん
事

5:
求
め
た
の
は
政
治 

上
に
於

.て
勞
働
者
は
如
何
な

’る
能
度
を
進
步
黨
に
對
し
て
取
る
可

&

か
、及
び
抑
も
シ
ュ
,
ッ
 

ュ
デ
リ
ッ
チ
組
合
な
る
も
の
、
勞
働
漭
に
取
て
の

®

値
如
何
ビ
云
ふ
事
で
あ
つ
た
。

ラ
ィ
ブ 

チ
ヒ
勞
働
潘
委
員
は
此
疑
問
を
挺
出
し
て
ラ
ッ
サ
ル
の
說
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
之 

が
有
名
な
る
公
，開
答
狀
の
革
せ

'&
る
、
機
緣

^

な
つ

^

こ
ビ
は
既
に
前
段
に
述
べ
た
通

6

で 

あ
.る
。 

.

、 

併
乍
ら
玆
に
疑
問
は
ノ
ス
ィ
ブ
チ
ヒ
勞
働
者
委
員
は
何
故
に
特
に
ー
ソ
ッ
ナ
ル
を
擇
ん
で
其
說
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廑
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u

,

f
t

^
8

8.

"
r

l
f

r

ガ

铄

趣

1爾料品
|^
造
|
吵
#1
挪
な
る
獻
％ぃ
を
蹲
觀
せ
る
.
_ 

11

天
然
炭
酸
瓦
斯j 

.
»辦
し
.
.
<
歡
皆
な
る
沿
§
漱

さ
ん̂
-
T
.

「

<
ふ
ん6ゃ
ク二.”
こ$

，酸

%
斯

哦.
⑴
す

右

事

4

f

勝
、糖
尿
、捋
臟
、氣
镑
、
'

婦
人
病

j

に

る

 

、；：
：

_

卜
て
獻

#

る
_

'

4

の
a
大

の

i
i

船
i

l^l
に
は
あ
b
ま

I

、
 

ノ
 

： 

,

I

f t
l t
w

p
 製
造
元
：
、、：

,
,

; .
'带

國

鑛

泉

株

式

會

社

1

1

第
*r*
 

I

怨

へ

九

M

O

蹄

E

フ
ェ
^

デ
ナ
V

ドo

ヲ
タ
サ
か
と
^
逸
勞
锄
潘

 

第
七
a

b

四

を
求
め

.

^
か
ビ
云
ふ
事
で

.あ
る
。
前
に
述
べ
犮
る
如
く
、ラ
ッ
サ
ル
は
當
時
旣
に
學
界
文
跑
に 

名
•を
.碑
し
：て
居
た
。
併
し
、彼
れ
を
有
名
に
し
た
も
の
は

「

へ
，フ
ク
ラ
ィ
ト
ス
の

®

學jvj「

te
得

B
 

の
體
系

」VJ.

及び

「
フ
ラ
ン
ツ
フ
ノ
ン
ジ
ツ
キ
ン
ゲ
ン

」

也
で
あ
る

0

规
：ち

彼

：れ
：の

名

は

哲

學

者

と 

し
て
莕
ぐ
は
文
人
と
し
て
聞
え

P

居
た
の
で
あ
る

。
' 從
て
彼
れ
の
名
聲
は
勞
働
者
運
動
に
關 

係
の

.な
い
方
面
に

.於
て
聞
え
て
居
た

.の
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
故
に

'勞
働
者
は
齡
を
聽
く
可

く 

艘

に

漱

め

，
て
ラ
ッ
サ
‘
ル：
^
來

6

し
か
。

何
が
抑
も
ラ
ッ
ナ
ダ

5:
#

爾

#

の
間
に
.
有

名

な

ら

し 

め，
.

*か
。.
此
問
に
答
へ
る
も
の
は
即
ち
彼
が

 

一■
八
六
ニ
年
.四
月
十
二
日
伯
林
市
外
ォ
ラ
ニ
工 

ン
フ

y

ク
の

^

-3
:

業
組
合
に
於
て
紙
み

^

る
講
演
に
し
て
後
小
他
子

<£
し
て
上
梓

^

れ

/2
る 

「

勞
働
者
綱
領

」

，

A
T
b
e
i
t
e
r
p
l
r
a
i

で
あ
る
。

#

働
“者
綱

.領」

は『

公
開
答
狀

」

と
共
に
自
分
が
認
め
て 

ラ
ッ
サ

,

の
一
一
大
傑
作

V
J

な
，す

に

躊

躇

せ

ざ

る
も
の
で
あ
仏
。
是

k

於
て
ラ
ッ
サ

V
は
始
め 

て
勞
，働
者
階

«

の
：立
脚
地

R立
：：

つ

民

主

々

義

蒸

即

ち11
:
會
民
：主
々
義
穴
る
の
面
目
を
明
に
し
、
 

ブ
ル
ジ
ョ
ソ
ジ
ィ
に
對
す
る
：。フ

U
:レ
タ
J

 

.

ャ

の
意
義
と
其

®

*
的
使
命

V
J

は
玆
に
始
め
て
誤 

办
な

/&
言
葉
を
以
て
說
か
れ
：て
届
る

' 
の
で
あ
る

0 

,從
て
勞
働
者
首
領
と
し
て
の
ラ
ッ
サ

ダ
t

 

傅
ふ
る

^

當
つ
て
此
小
册
，

.は
最
：重

.要
の

.

.意
義
を
有
す
る

*

作

で

あ

る

。

吾

々

は

：此
.傑

作

の

内 

容

に

就

て

少

し

く

：詳

細

.に
學
次
擧
を
與
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(

未
完

)


